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外来尿路感染症患者 に対す るCinoxacinの 臨床 的検討

藤 村 宣 夫 ・福 川 徳 三 ・黒 川 一 男

徳島大学医学部泌尿器科学教室

(主任:黒 川一男教授)

泌 尿 器科 領 域 の 尿 路 感 染 症 患 者52例 にCinoxacinを 経 口投 与 した 。

1)投 与 方 法 は1日4001ng(2分 服)ま た は800mg(2分 服)を3日 間 もし くは5

日間 と した。

2)52例 の臨 床 効 果 は 著 効27例(51.9%),有 効11例(21.2%),無 効14例(26.9

%)で,有 効 率 は73.1%,疾 患 群 別 の有 効 率 は単 純 性 尿 路 感 染 症94.1%,複 雑 性 尿 路 感

染症62.9%で あ っ た。'

3)細 菌 学 的効 果 は57株 中 消 失39株(68.4%),減 少4株(7.0%),不 変14株(24.6

%)で,主 な菌種 につ いてみ ると E. coli は22株 中17株 (77.3%), Klebsiella

Pneumoniae は11株 中9株(81.8%), Serratia marcescens は9株 中4株(44.4%),

Proteus mirabilis は7株 中6株(85。7%)が 消 失 した。

4)副 作用 は5例(8.8%)に み られ,内 訳は食欲不振2例,嘔 気2例,ふ らつ き1例

であったがいず れ も服用 を中止す るには至 らなかった。

緒 言

Cinoxacinは 米国Eli Lilly社 で開発され たHeterocyclic

環 をもつ経 口用合成抗菌剤で,そ の抗菌 力はNalidixi cadd,

と同等,Pipemidic acidよ りわずかに弱 いようで あるが,内

服後速か に吸収 され大部分が活性 のまま尿 中に 排泄 され,高 い

腎 内濃度が得 られ るため,実 験 的腎孟腎炎ではNalidixic acid,

Pipemidic acidよ りす ぐれた成績 が示され ている1)。

したが って,Cinoxacinの 有 用性 が尿路 感染症 において十分

に期待 され る ため,塩 野義製薬株式会社 よ り 本剤の 提供 をう

け,泌 尿器科領域の尿路感染症患者に使用 し,臨 床 的検討 をす

る機会を得 たので,そ の成績を報告す る。

対 象 お よ び 投 与 方 法

対 象 患 者 は 昭 和53年10月 か ら 昭 和54年4月 ま で の

間 に 徳 島 大 学 泌 尿 器 科 お よび 関 連 病 院 泌 尿 器 科 外 来 を 訪

れ た 尿 路 感 染 症 患 者52例 で,疾 患 の 内 訳 は単 純性 尿 路

感 染 症17例(急 性 膀 胱 炎9例,反 復 性 膀 胱 炎8例),

複 雑 性 尿 路 感 染 症35例(慢 性 膀 胱 炎21例,前 立 腺床 炎

4例,慢 性 腎 盂 腎 炎10例)で あ った 。

性 別 は 男22例,女30例,年 齢 は18歳 か ら79歳

(平 均55.3歳)ま で で あ った 。

投 与 方 法 は カ プセ ル 剤(1カ プセ ル200mgま た は

400mg含 有)と して,1日400mgま た は800mg

を朝夕2回 に分け,3日 または5日 間とした。

なお,臨 床 効果の判定はUTI薬 効評価基準(第2

版)2)に 準 じて行なった。

臨 床 効 果

(1)単 純性 尿路感染症(Tabｌe1)

疾患別有効率は急性 単純性 膀胱 炎100%(9例),反

復性膀胱炎87.5%(8例)で,全 体 では17例 中,著 効

14例,有 効2例,無 効1例 で 有効率94.1%で あった。

(2)複 雑性尿路感染症(Table2～4)

疾患別有効率は慢性複雑性膀胱炎76.2%(21例),前

立腺床炎25%(4例),慢 性複雑性腎盂腎炎50%(10

例)で,全 体では35例 中,著 効13例,有 効9例,無 効

13例 で有効率62.9%で あった。

以上,単 純性尿路感染症 と複雑性尿路感染症の臨床効

果 をま とめると,52例 中,著 効27例(51.9%),有 効

11例(21.2%),無 効14例(26.9%)で73.1%の 有

効 率を得た(Table5)。

なお,複 雑性尿路感染症35例 の 病態群別 有効率 は

Table6に 示 した と お りで,単 独感 染群 は60%(30

例),混 合感染群は80%(5例)で あった。
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Table 5 Clinical results

Table 6 Overall efficacy classified by type of infection

細 菌 学 的 効 果

57株 中,消 失39株(68.4%),減 少4株(7%),不

変14株(24.6%)で,菌 種別 で はE.coliは22株 中 消

失17株(77.3%),減 少2株,不 変3株,  Klebsiella

Pneumoniae は11株 中 消 失9株(81.8%),不 変2株,

Serratia marcescens は9株 中消失4株(44.4%),減

少1株,不 変4株, Proteus mirabilis は7株 中消失6

株(85,7%),不 変1株 で, Enterobacter sp. は3株

中消失1株,不 変2株, Proteus morganil の2株 は

減少1株 不変1株, Proteus vulgaris L Citrobacter

の各1株 は消失 し, Proteus rettgeri の1株 は不変

であった。 また,投 与後 に出現 した菌 種は Klebsiella

pneumoniae, Pseudomonas alcaligenes, Streptoco-

ccus faecalis 各1株 で あ った(Table7)。

つ いで,57株 の消長をNAdisc感 受性(3濃 度)

と対比 してみ ると,NA感 受性(+++)は26株 で 消失24

株,減 少1株,不 変1株,(++)の8株 はすべ て消失,

(+)は3株 で消失2株,不 変1株,(-)は20株 で消

失5株,減 少3株,不 変12株 であ った(Table8)。

副 作 用

副作用は自覚症状 と して消化器症状4例(食 欲不振2

例,嘔 気2例),ふ らつ き1例 の計5例(8.8%)が み

られたが,い ず れ も軽度 であ り本 剤の服用 を中止す るほ

どではなかった(Table1～4)。 また,血 液学的,肝 ・
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Table 7 Bacteriological response

Table 8 Correlation between disc sensitivity of organisms to NA and 

bacteriological response

Table 9 Laboratory findings



VOL. 28 S-4 CHEMOTHERAPY 297

腎機能について10例 に検討 しえたが,投 与前後に特記

すべ き異常値 を示 した症例 は認 め られなかった(Table

9)。

か ん が え

Cinoxacinは 抗菌スペ ク トラムと抗菌力 はNalidixic

acidと ほぼ同等であるが,尿 中へ の排泄が数倍に も及

ぶことか ら当初 より尿路 感染症用化学療法剤 として臨床

検討がなされて きた3～5)。

また,尿 中排泄は ヒ トでは高濃度が12時 間以上持続

するため,1日2回 の投与で も十分な効果が期待 され る

ため,本 治験は朝夕2回 の投与法に よった。

対象は徳島大学泌尿器科お よび関連病院泌尿器科を受

診 した外来患者で,投 与方法は急性単純性膀胱炎には1

日400mgま たは800mgを3日 間,反 復性単純性膀

胱炎には1日800mgを3日 または5日 間,複 雑性尿

路感染症には1日800mgを5日 間 とした。 急性単純

性膀胱炎では1日400mg投 与の5例 と800mg投 与

の4例 の計9例(E.coli7例, Proteus mirabilis 2

例)は すべ て 著効を示 してお り,諸 機関か らの 報告1)

と考え併せて1回2001ng朝 夕2回 の投与量で十分で

あろ う。

反復する女性の単純性膀胱炎では,急 性単純性膀胱炎

に比べて既 存の経 口剤に耐性 を示す菌の分離頻度が高 い

ため,1日800mg投 与 した ところ,8例 中,著 効5

例,有 効2例,無 効1例 で87.5%の 有効率が得 られ た。

無効の1例 は Klebsiella pneumoniae の 症 例(No.

17)でNAdisc感 受性(3濃 度)(-)の 株で あった。

以上の成績か ら,単 純性尿路感染症 に対す るCinoxa-

cinの 至適投与量は1日400～800mgと 推察 される。

複雑性尿路感染症で は膀胱炎 は21例 中,著 効12例

(57.1%),有 効4例(19%),無 効5例(23.8%)で

76.2%と 非常に高い有効 率を得た。 腎盂腎炎 で も10例

中,著 効1例,有 効4例,無 効5例(有 効率50%),ま

た,経 口剤では奏効 しが たい前立腺肥大症 術後 の前立腺

床炎 で も4例 中,1例 に効果がみ られ,全 体で も62.9

%と 満足すべ き有効率 を示 した。

この結 果は複雑性尿路感 染症における自験 のNalidi-

xicacidの 有効率 と比べ てはるか に優 れた成績 であ り,

またMiloxacinの 有効率(39.1%)6)と 対比 して も有 意

差が認め られた。 これはCinoxacin投 与 による分離菌

の消長をNA disc感 受性 と対比 して もわかるよ うに,

NA感 受性(-)の20株 中,5株 が消失 し,3株 が減少

した ことで もうなず ける。副作用 につい ては5例(消 化

器症状4,ふ らつ き1)に み られ,全 国集計 の3.48%1)

に比べ て高かったが,い ず れ も軽度 であ り,憂 慮すべ き

ものではなかった。

最後 に,尿 路感染 用経 口剤 としての本剤 の有効性 と安

全性 は確認されたが,更 に複雑性尿路感染症 に対 して1

日1,200～1,600mg投 与 による検討が行 なわれ るべ き

薬剤であ ると考え る。
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CLINICAL STUDIES ON CINOXACIN IN URINARY TRACT INFECTION 

NOBUO FUJIMURA, TOKUZOH FUKUKAWA and KAZUO KUROKAWA 

(Director: Prof. K. KUROKAWA) 
Department of Urology, School of Medicine, Tokushima University

Clinical studies were made on cinoxacin in 52 out-patients suffering from urinary tract infection. 
Cinoxacin was administrated orally at the dosage of 400 mg or 800 mg per day for 3 or 5 days. 

Its therapeutic effect was estimated as excellent in 27 cases, good in 11 cases and poor in 14 
cases. The effectiveness rate was 73.1% (94.1% in 17 cases with simple UTI and 62.9% in 35 cases 
with complicated UTI). 

Bacteriological response was eradicated in 39 (68.4%), decreased in 4 (7%) and unchanged in 14 

 (24.6%) of the 57 strains. 
As for side effects, 4 cases of gastric symptom and one case of dizziness were observed slightly 

but they could continue administration of the drug in this series.


